
令和７年度第２回胎内市地域ケア会議地域ケア推進会議及び 

胎内市地域包括支援センター運営協議会合同会議 議事要約 

 

●開催日時 令和８年３月２６日（木） 午後１時２５分～２時４５分 

●開催場所 胎内市役所 ２階大会議室 

●出席者  ２３名（欠席者４名） 

●会議内容   

１ 開会あいさつ 

２ 報 告 

（１）養護老人ホームの入所措置の報告について        

（２）地域包括支援センター運営状況評価の結果について             資料１ 

（３）介護保険事業計画における「自立支援・介護予防又は重症化予防に関する取組と目標」

について                            資料２、資料２-１ 

３ 議 題 

（１）令和８年度胎内市地域包括支援センター運営方針（案）について   資料３ 

（２）地域包括支援センター事業実施計画(案)と地域支援事業実施計画(案)について 

                         重点的な取組、資料３-１～４、資料４ 

（３）胎内市地域包括支援センターの体制について               当日資料５、６ 

  （４）胎内市介護予防支援委託事業所の指定について             当日資料７、８ 

４ その他 

５ 閉会あいさつ 

●議事要約 

１ あいさつ 

会長 年度末のお忙しい中、お集まりいただきまして有難うございます。今日は地域包括

支援センターの運営状況や事業計画案がありますので、活発な意見交換をよろしく

お願いします。 

課長 ３月のお忙しい時期に有難うございます。３月１８日、議会が終わり、６つの市政

方針では高齢者の支え合いや介護予防が挙げられおり、議会で多くの質問をいただ

き、皆さんの関心が高まっているところだと感じました。今日の議題の代表的なと

ころの介護予防、重度化防止については、胎内市はこれまでも注力してきましたし、

要介護認定率も低く、市の取り組みは国の中でも高く評価されているところです。 

２ 報 告   議事進行：会長 

地域福祉係 

副会長 

 

地域福祉係 

報告（１）養護老人ホームの入所措置の報告について 

黒川病院にひめさゆりから２名入院となったと思うが、入所されている方が入院を

すると一旦退所扱いとなるのでしょうか。 

退所とはならず、入所のままとなります。 

事務局 
委託地域包括

支援センター 

委員 

 

 

 

 

 

報告（２）地域包括支援センター運営状況評価の結果について：資料１により報告 

報告（３）介護保険事業計画における「自立支援・介護予防又は重症化予防に関

する取組と目標」について：資料２、資料２-1により報告 

包括のこまやかな対応が、インセンティブ交付金の１位につながったことは非常に

評価すべきことだと思います。運営方針の資料３、６ページ「８．災害や感染症の

備えと支援体制強化」に災害の備えについて書かれています。他課や地域と連携し

て要支援者の支援体制について検討していくとあり、民生委員の立場としては災害

時の対応が不安なところであるため、このような取り組みをしていただけることは

とても心強いです。区長や民生委員も人が変わっていくため、今後も包括にも入っ



 

事務局 

 

ていただけると有難いです。 

５月に民生委員の皆様と情報交換ができる場をつくれたらと考えています。一昨

年、要支援者やハイリスク者の名簿を作成しました。今後は、これを個々の支援に

つなげていけるように居宅のケアマネや地域福祉係等と連携していきたい。 

３ 議 題   

事務局 

 

 

議題（１）令和８年度胎内市地域包括支援センター運営方針（案）について：資

料３により報告 

質問等なし 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

認知症地域

支援推進員 

 

 

事務局 

議題（２）地域包括支援センター事業実施計画(案)と地域支援事業実施計画(案)に

ついて：重点的な取組、資料３-１～４、資料４により報告 

これは意見ですが、認知症の人と家族の意思決定のガイドラインが改訂されまし

た。権利擁護や認知症施策、虐待に関わる事ですので、包括の方にも見ていただき

たい。ガイドラインが改訂されたことで、本人向けと専門職向け、一般の方向けの

リーフレットも作成されました。とても良いものなので活用していただきたい。ホ

ームページからダウンロードして使っていただけます。 

先程、委員から話があった災害時の体制強化は、地域支援事業実施計画（案）「３．

任意事業」が、これに当たるのでしょうか。 

これは認知症の方が地域で困っていたときに、お声掛けをしていくことを強化した

り、サポーター養成に関する事業です。 

先日、認知症高齢者街歩き声掛け見守り模擬訓練を実施しました。認知症高齢者が

地域で困ったときに声掛けができるように実施している事業です。グループに分か

れて認知症役や声掛け役を体験していただき、良い体験ができたという感想をいた

だきました。 

この事業を通して、災害の時にはどう声掛けをしていくのか、どう見守っていくの

か等の対応につなげられるようにしていきたいと思います。 

事務局 

 
議題（３）胎内市地域包括支援センターの体制について：当日資料５、６により

報告 

質問等なし 

事務局 

 
議題（４）胎内市介護予防支援委託事業所の指定について：当日資料７、８によ

り報告 

質問等なし 

会長 

 

 

 

事務局 

議題（１）～（４）全体について、質問はないでしょうか。 

災害時の支援体制の強化は大切なことだが、特に予算はついていないものなのか。

民生委員や市は把握しているとは思うが、支援を受ける側は災害時に連絡する連絡

先は配布されているのでしょうか。 

１人暮らしの高齢者または高齢者のみ世帯については、民生委員の皆様のお力を借

りて状況把握し、データとして市で管理しています。例えば外で具合が悪くなって

会話ができない状態になったときにも、消防や警察と連携がとれるような体制をと

っています。実際に災害が起きた時、高齢者支援を行っていく際には、様々な関係

機関と連携し、地域特性を考慮しながら対応していく必要があると考えています。

日頃から、そういった視点をもって関わっていただくことが大切だと考えていま

す。 

⑴ ～⑷の議題に対して承認いただける方は挙手をお願いします。 

→承認 

４ その他    

事務局 来年度、認知症施策の推進計画と１０期の介護保険事業計画策定の年となるため、

会議を３回開催させていただきたいと思っています。よろしくお願いいたします。 

５ 閉会あいさつ    

副会長 災害の準備の話がありましたが、中越地震の時に小地谷に支援行った経験があり、

要介護の方だけでなく支援児童、精神疾患の方も支援しなければいけない。介護予

防だけでなく、色々な部署と相談しながら大掛かりな準備が必要だと思います。他



部署と協力しながら少しずつ進めていただきたい。会議の中にもありましたが、胎

内市の要介護認定率が低さに関しては、こういった会議での皆様から貴重なご意見

を頂戴している賜物だと思いますし、今後も住みやすい胎内市になっていくと良い

と思います。私も寄り添う介入ができるよう、より早期に介入できるよう、どの段

階でも介入できようなシステムをつくっていきたいと思います。本日は有難うござ

いました。 

 


